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楽 器 博 物 館 の 横 笛

『浜松市楽器博物館所蔵楽器図録 Ⅳ 日本の楽器』に 「笛（ふえ）という、

言葉は横笛以外にも石笛、鳥笛などの用例がある。また、口笛、指笛のように楽
いわぶえ

器を用いない場合にも使う」と述べており、神楽笛１管・東遊笛１管・竜笛３管

・高麗笛２管・能管２管、篠笛１１管・清笛３管・琉笛１管の写真が掲載されて

いる。

３管あった長唄用の篠笛は、樺巻きされず、２管は、きれいに蒔絵が施されて

いた。残りの１管は、管頭と管尻を除いて剥き出しのままである。
む

清笛（浜松市楽器博物館所蔵楽器図録Ⅳより転載）

清笛も３管掲載されていたが３管とも管頭と管尻に簡単な装飾があるだけであ

った。名古屋の徳川美術館や東京国立博物館・沖縄県立博物館所蔵の清笛や香港

で求めた上海製・広州製の清笛ならびに御座楽復元研究会の横笛は、いずれも絹

糸のようなもので巻かれている。また、管頭と歌口の間に極彩色の鳥や花木、詩

歌などの文字の彫刻が施され、種々の色彩の紐や房などの飾りを付したものもあ

り、芸術品としての価値のある明清笛もある。

琉笛（浜松市楽器博物館所蔵楽器図録Ⅳより転載）
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浜松市楽器博物館所蔵の琉笛は、清笛にある響き孔はなく、管頭や管尻にも飾り

。 、 。はない 清笛の管頭と歌口の長さは非常に長く 琉笛の管頭と歌口の長さは短い

、 （ ） 、八重山の古老たちは 浜松市楽器博物館の琉笛のように響き孔 笛膜 がなく

裏孔もない自家製の横笛に「はんそう」と言い、徳川美術館の横笛のようなもの

には「唐横笛」と呼んでいた。
とうはんそう

（ ） 、 （ ） 。上の図は自家製のはんそう 均孔笛 で上の３管には 響き孔 笛膜 がない

上から数えて、４・５管の横笛は中国式横笛を模倣して響き孔（笛膜）をつくっ

てみた。一番下の熊本で購入した横笛は、中国の悶笛の形をしていた。
めんでい

寛政１０年（１７９８年）の江戸上りで使用した徳川美術館所蔵の長・短２管の横笛

明清楽研究者の坂田進一氏は「文政５年（１８５２）３月の箱書きに、明製龍

鳳笛とあり、裏面に漢人の作る所とある」秘蔵の龍笛と長簫２管の説明で「本来

の長簫は笛膜のないものを指し、現代でも笛膜（竹や葦の内皮を響鳴孔に張り音

の変化をうる）のない横笛を横簫という」と述べている。
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